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道立江差高等看護学院 

学院生活・ハラスメントに関する学生アンケート 

結果（第４回） 
 

 実施時期  令和５年２月１３日（月）～１７日（金） 

 対  象  全学生 

 回答方法  申請フォームにより各自スマートフォンで回答（無記名） 

 

１ 回答率（目標：１００％） 

月 ５月 ７月 12 月 ２月 

回答数 ２９人（78％） ２９人（78％） ３１人（84％） ３４人（92％） 

 

２ 学院生活の満足度（目標：楽しい・まあまあ楽しいが増加） 

月 ５月 ７月 12 月 ２月 

【1】学院生活が充実している

（楽しい・まあまあ楽しい） 

１９人 

（65％） 

２１人 

（72％） 

２２人 

(71％) 

２６ 

（76％） 

 

３ 自己肯定感（目標：ポジティブな回答が増加） 

月 ５月 ７月 12 月 ２月 

【2】自分自身に満足しているか 

（そう思う、どちらかと言えばそう思う） 

１４ 

（48%） 

１９ 

（66%） 

２１ 

（68%） 

２１ 

（62%） 

【3】自分が役に立たないと感じるか 

（どちらかと言えばそう思わない、そう思わない）  

１３ 

（45%） 

１６ 

（55%） 

２０ 

（65%） 

２１ 

(62%) 

【4】今の自分が好きか 

（そう思う、どちらかと言えばそう思う） 

１２ 

（41%） 

１８ 

（62%） 

２０ 

（65%） 

２２ 

（65%） 

 

４ ハラスメント（目標：すべて「ない」） 

月 ５月 ７月 12 月 ２月 

【5】言葉の暴力と言えるようなひどい非

難叱責を受けた 

ない ない ない た ま に あ る１ 

【6】事実無根のうわさを流された ない ない ない ない 

【7】私生活に干渉するようなことを言わ

れたりされた 

た ま に あ る１ ない ない た ま に あ る１ 

【8】教育・研究とは関係ないと思われる

私的な用件を命じられた 

ない ない ない ない 

【9】非常識な時間に実験や研究を命じら

れたり呼び出されたりした 

ない ない ない ない 

【10】学業・研究・業務等を妨害するよ

うな言動を受けた 

ない ない ない ない 

【11】学業・研究・業務等に関して自分

だけ不当な扱いを受けた 

ない ない ない ない 

【12】容姿・年齢・交友関係等に関して、執

拗に聞かれたり、話題にされたりした 

ない た ま に あ る１ ない ない 
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５ ハラスメント「たまにある」の詳細 

（１）対応、被害の状況等 

項目 被害の状況 対応 相談しなかった理由 

【5】言葉の暴力と言

えるようなひどい

非難叱責を受けた 

実 習 期 間 中

に、意見を言

っ た と こ ろ

キレられた 

相談しな

かった 

・比較的軽微だったので我慢した 

・一過性だと思えたから 

・相手に自分の意思を示したとこ

ろ相手に変化が見られた 

・人に相談しても相手にされない

と思った 

【7】私生活に干渉す

るようなことを言

われたりされた 

記載なし 相談しな

かった 

・相談しても解決できそうに思え

ず我慢するしかないと思った 

 

（２）学院での対応 

【5】

【7】 

・１月以降の対応で該当する事案を関係教員に確認。 

・思い当たる事例について学院運営アドバイザーから助言を得る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学院内で適切な指導のあり方について研修を実施。 

・ハラスメントと思われる言動にあった際は、相談窓口や目安箱を活用し、

相談行動をとることを、改めて学生に周知。 

  

６ ハラスメント相談員の周知（目標：「知っている」が１００％） 

月 ５月 ７月 12 月 ２月 

【17】ハラスメント相談員を

知っている 

２１人 

（７２％） 

２４人 

（８３％） 

３１ 

（100％） 

２８ 

（８２％） 

 

７ 自由記載 

【要望】 

区分 意見 回答等 

学院生活 掃除の回数を減らしてほしい。 ・学生数減少により役割負担が増

加していることについてはこれ

までも意見が寄せられておりま

す。 

・昨年度に比べ回数を減らすなど、

改善を図っています。 

学生の居眠りは話し合いなどをし

て対策を取ったが居眠りをしない

ような授業に対する対策はとって

いるのか。 

・授業評価アンケートも踏まえ、対

策を検討していきます。 

 

【助言の内容】 

・具体的事情を考慮したところ、ハラスメントや不適切な指導に

は該当しない。 

・学院として必要な指導は、学生が嫌な思いをすることであって

も伝える必要がある。  


